
推薦のことば……………………………………………………………………3

まえがき…………………………………………………………………………5

疑問に答える職務発明Q&A…………………………………………………10

プロローグ…………………………………………………………………15

第1章・知的財産制度・特許の基礎知識……………………21

1・知的財産制度とは……22

2・特許制度とは……25

3.特許法上の発明とは……26

4・特許を受けることができる発明とは……28

5・特許を受けることができる者とは……32

6・特許出願から登録までの手続の流れ……35

7・特許権者は何かできるのか~特許権の効力~……39

第2章.職務発明に関する基礎知識……………………………45

1.職務発明制度とは……46

2.従業者等のした発明~職務発明・業務発明・自由発明~……47

3.職務発明の取り扱い①~特許法35条1項・2項~……49

4・職務発明の取り扱い②~特許法35条3項・4項・5項~……52

第3章.企業における職務発明の取り扱い…………………59

1・職務発明に対する使用者の選択肢……60

2・職務発明規程……63



3・補償金の種類……65

4・特許補償の事例……66

5・改正法の概要……71

6・改正法に関して、使用者の注意すべきこと……73

7・職務発明規程を見直す際のワンポイントアドバイス……75

8・改正法に関して、従業者の注意すること……77

第4章・大学における発明の取り扱い………………………83

1・大学における発明の帰属……84

・近年の大学における発明を巡る議論

国立大学のケース~国立大学法人化前~……84

・国立大学のケース~国立大学法人化後~……90

・私立大学のケース……94

・公立大学のケース……94

2・発明届出と権利帰属の判定……95

3・共同研究・受託研究等における権利の帰属……99

4・大学における職務発明の問題点……104

・守秘義務を破らせる就職面接……104

・本当の発明者は大学生……105

第5章・いま職務発明訴訟で何が問題になっているのか…109

1・権利承継の問題……110

・従業者発明の移転形態……112

・青色LED事件における承継問題……113



・職務発明の該当性について……116

2・対価の額の算定方法とその問題点……118

・青色LED事件の対価算定方法……118

・投資リスク控除の主張が退けられた事例……123

・その他の事件の算定方法……124

3・外国特許の対価請求の問題……126

4・対価請求権の消滅時効の問題……128

5・職務発明訴訟のその他の問題……133

・訴訟ブームの予感?……133

・職務発明訴訟の裏に潜む問題……133

・発明への貢献度の管理の重要性……134

・承継後の発明の取り扱い……134

第6章・特許法第35条解説……………………………………137

1・職務発明を取り巻く状況……138

2・職務発明制度について……139

・立法趣旨……139

・歴史・諸外国の状況……140

・近年の職務発明を巡る議論……141

・改正前と改正後の特許法35条……144

・職務考案(実用新案)と職務創作(意匠)について……146

3・職務発明であるための要件……146

・従業者等が行った発明であること……146

・使用者等の業務範囲に属する発明であること……147



・従業者の現在または過去の職務に属する発明であること……148

・発明者がする発明の分類……149

4・職務発明の権利の帰属……150

5・予約承継と相当の対価……152

6・相当の対価の算定ルール……153

7・「相当の対価」についての争いの解決……155

・法による解決ルール……155

・合理的な話し合いによる解決……156

・裁判所での解決……157

・訴えの消滅時効……158

8・改正法の施行時期と経過措置……159

9・施行にあたって……159

第7章・知的財産を巡る政策の動き…………………………163

1・知的財産国家戦略フォーラム……164

2・科学技術創造立国から知財立国へ……166

3・知的財産戦略本部の取り組み……167

4・職務発明に関する議論……169

5・大学における職務発明……170

6・結語おわりに……172

付録1.職務発明関連用語集………………………………………………175

付録2.職務発明取扱規程の例・契約書の例……………………………189

付録3.職務発明規程等に関するアンケート結果………………………201


	page1
	page2
	page3
	page4

